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器楽部門奨学生応援レポート
第21回江副記念財団

リクルートスカラシップコンサート
2015年12月23日（水）
紀尾井ホール

器楽部門奨学生12名が一堂に会するコンサート

今年で21回を迎える「江副記念財団リクルート
スカラシップコンサート」、国内外で修業研鑽
を重ねる器楽部門奨学生12名が、一年の成
果を披露してくれる恒例のコンサートである。

会場は音響の素晴らしさで知られる紀尾井
ホール。
若き精鋭たちの演奏を楽しみに、すでに開場
前から、たくさんの方々がお並びだ。

午前中からのリハーサルを終え、奨学生の皆
はスタンバイOK、本番を待つばかりである。

本日のコンサートは３部構成。
各部４名ずつ、各々15分の持ち時間で、演奏
を進めていく構成となっている。

ロビーやホワイエ、客席では、プログラムをあ
らためてご覧になり、12名の演奏を堪能しうる
プログラム構成に、驚きや期待の声も。

紀尾井ホール大ホール

紀尾井ホール大ホール客席
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◆第１部プログラム◆

北村朋幹/ピアノ
ベートーヴェン：６つのパガテル op.126

二瓶真悠/ヴァイオリン
リヒャルト・シュトラウス：
ヴァイオリン・ソナタ変ホ長調op.18 第１楽章

（ピアノ/大伏啓太）
阪田知樹/ピアノ
バルトーク：３つのチーク県の民謡 Sz.35a/BB45b
バルトーク：ピアノ・ソナタSz.80/BB88

黒川侑/ヴァイオリン
ドビュッシー：ヴァイオリン・ソナタ

(ピアノ/北村朋幹)

第１部：北村朋幹・二瓶真悠・阪田知樹・黒川侑

トップバッターは北村朋幹さん。

初のお披露目というベートーヴェンの
「６つのバガテル」。
崇高ささえ感じさせるさすがの貫録。

続いて二瓶真悠さん。

リヒャルト・シュトラウスの「ヴァイオリン：ソナタ」。
抒情的に情感たっぷりに、しっとり、ゆったり音
色を響かせた。

３番手は阪田知樹さん。こちらも初披露のバルトーク
の「３つのチーク県の民謡」と「ピアノ・ソナタ」。個性
的な曲の響きに阪田さんの世界観がたっぷり。

第１部ラストは黒川侑さん。北村さんとの
アンサンブルでドビュッシーの
ヴァイオリン・ソナタ。哀調を漂わせながら、
ゆったりと大きく。
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第２部：山根一仁・桑原志織・城戸かれん・岡本侑也

第２部は山根一仁さんから。北村さんの
ピアノで、ベートーヴェンのヴァイオリン・
ソナタ第２番。

ふくらみのある柔らかい音とキリッとした
鋭い音、北村さんのピアノとのかけあうよ
うな響きに惹きこまれる。

続いて桑原志織さん。
バッハ=ブゾーニ「シャコンヌ」。

落ち着きのある、重く厚みのある荘厳な音色を
響かせた。

城戸かれんさんはシューベルトの「華麗なるロンド」。

北村さんのピアノとのアンサンブルで。重みのあるよく響く音
色でシューベルトの世界を。ピアノとも美しく同調し、思いを
込めて丁寧に表現。

第２部の最後は岡本侑也さん。阪田さんとのアンサンブルで、

ドビュッシーの「チェロ・ソナタ」とロストロボーヴィチ「ユーモレスク」。
阪田さんのピアノと調和しながら、幻想的に軽やかに様々な音色を響
かせてくれた。

◆第２部プログラム◆

山根一仁/ヴァイオリン
ベートーヴェン：ヴァイオリン・ソナタ第２番

op.12-2 A-dur （ピアノ/北村朋幹）
桑原志織/ピアノ
バッハ＝ブゾーニ：シャコンヌ

城戸かれん/ヴァイオリン
シューベルト：華麗なるロンドロ短調 D895

（ピアノ/北村朋幹）
岡本侑也/チェロ
ドビュッシー：チェロ・ソナタニ短調
ロストロボーヴィチ：ユーモレスクop.５

（ピアノ/阪田知樹）
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第３部：上野通明・弓新・坪井夏美・髙木竜馬

第３部のトップは上野通明さん。

北村さんとのアンサンブルで、
ベートーヴェンの「チェロ・ソナタ
第４番」。のびやかで芯のある
音色をホール中に響き渡らせる。
北村さんのピアノとの自然体の
ハーモニーも美しく。

続いて弓新さん。阪田さんのピ
アノでサン=サーンスの
「ヴァイオリン・ソナタ第１番」。

優しく切なく、そして情熱的に。
阪田さんのピアノとの融合も印
象的。

坪井夏美さんは、阪田さんとのアン
サンブルでショーソン「詩曲」。
艶のある深い音色。感情たっぷり
に思いを乗せた演奏。
阪田さんとは芸高からの同級生で
あり、もちろん息もぴったり。

12人の最後を飾ったのは、髙木竜馬さん。
ショパン「幻想即興曲」、ラフマニノフ（江口玲編曲）
「パガニーニの主題による狂詩曲」より第18変奏曲、
パラキレフ「東洋風幻想曲『イスラメイ』」と３曲を披露。
力強く、流れるような演奏は相変わらずの安定感。見事に演奏会を締めてくれた。

◆第３部プログラム◆

上野通明/チェロ
ベートーヴェン：チェロ・ソナタ第４番ハ長調 op.102/1

（ピアノ/北村朋幹）
弓 新/ヴァイオリン
サン=サーンス：ヴァイオリン・ソナタ第１番op.75

(ピアノ/阪田知樹)
坪井夏美/ヴァイオリン
ショーソン：詩曲 （ピアノ/阪田知樹）

髙木竜馬/ピアノ
ショパン：幻想即興曲嬰ハ短調
ラフマニノフ（編曲江口玲）：
「パガニーニの主題による狂詩曲」より第18変奏曲

パラキレフ：東洋風幻想曲「イスラメイ」
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１年の成果を、余すことなく披露しての終演
音響が素晴らしく、緩やかな傾斜だが、ワンフロアでステージが見やすいホール。収容600名のホールでオーケストラコンサートは贅沢！

終演後の記念撮影、いい笑顔です！

終演後には、12名全員がホワイエにて

ご挨拶。言葉を交わそうと、多くのお客
様が囲んでくださり、あちこちに長い列
が。
皆様「聴きごたえあったわ～」「いや～、

素晴らしかった」「ぐっと上達されていて
驚いた」「来年もぜひ聴きたいわ～」と
口々に。

輪はいつまでも絶えず、奨学生の皆は、
たくさんの激励の言葉をいただいていた。

約５時間にわたるコンサート、通常の２
公演分にあたるくらいのたっぷりとした
プログラム。とても贅沢で充実した時間
であった。

紀尾井ホールの素晴らしい音響のもと、
12名それぞれが個性と活気あふれる美

しい音色を響かせて、この１年の成果を
示してくれた。

室内楽のピアノも担当した北村さんは５
曲、阪田さんは４曲の大活躍。ソロ演奏
に加えてのアンサンブル、息つく間もな
い一日だったのでは。

お客様が帰られたあとは、室内楽のペ
アで写真を撮ったり、楽屋で話がはずん
だり。精鋭たちのくつろぐ姿は若さその
もの。

12名のみなさん、本当に素敵な演奏で
した。
また聴かせてください！

写真：金川晋吾（第37回奨学生）（一部を除く）
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【コンサート・フライヤー(表）】
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【コンサート・フライヤー（裏）】

制作：石川マサル（第30回奨学生）
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【コンサート・プログラム（表紙）】
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【コンサート・プログラム（１ページ）】
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【コンサート・プログラム（２ページ）】
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【コンサート・プログラム（３ページ）】
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【コンサート・プログラム（４ページ）】
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【コンサート・プログラム（５ページ）】
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【コンサート・プログラム（６ページ）】
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【コンサート・プログラム（裏表紙）】

制作：石川マサル（第30回奨学生）


